
1 

元

和

航

海

書

の

太

陽

赤

緯

表

の

原

典 

  
は

じ

め

に 

一

 

西

洋

の

一

六

―

一

七

世

紀

初

頭

の

赤

緯

表

と

の

比

較 

二

 

パ

ソ

コ

ン

に

よ

る

太

陽

赤

緯

の

計

算 

三

 

一

六

世

紀

後

半

に

お

け

る

太

陽

赤

緯

表

の

作

成

方

法 

四

 

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

太

陽

赤

緯

表 

 

む

す

び 

 

は

じ

め

に 

元

和

航

海

書

に

つ

い

て

の

研

究

は

大

正

の

初

期

か

ら

始

ま

っ

て

い

る

が

、

同

書

所

載

の

太

陽

赤

緯

表

の

本

格

的

な

研

究

が

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

昭

和

二

〇

年

代

の

終

わ

り

か

ら

で

あ

っ

た

。

横

浜

市

立

大

学

の

教

授

（

数

学

）

で

あ

っ

た

内

山

守

常

が

昭

和

二

九

年

一

〇

月

刊

の

「

横

浜

大

学

論

叢

」

に

「

元

和

航

海

書

の

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

に

つ

い

て

」

と

題

す

る

論

文

を

発

表

し

た

。

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

と

は

赤

緯

の

こ

と

で

あ

る

。

同

論

文

の

注

目

す

べ

き

点

は

同

じ

横

浜

市

立

大

学

の

教

授

で

あ

っ

た

中

村

拓

が

パ

リ

国

立

図

書

館

で

発

見

し

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

術

書

を

紹

介

し

た

点

で

あ

る

。

内

山

の

論

文

の

一

部

を

次

に

紹

介

す

る

。

「

日

本

の

半

紙

を

四

つ

折

り

に

し

た

綴

り

に

、

ペ

ン

と

日

本

の

墨

を

使

っ

て

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

認

め

ら

れ

た

書

物

を

、

博

士

は

『

極

東

航

海

書

』

と

名

づ

け

て

居

ら

れ

る

が

、

筆

者

は

こ

れ

を

三

五

ミ

リ

フ

ィ

ル

ム

で

見

せ

て

戴

い

た

。

（

註:

筆

者

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

は

未

知

な

の

で

読

む

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

が

、

普

通

な

ら

年

代

、

署

名

等

の

あ

る

べ

き

巻

頭

が

、

白

紙

で

お

お

わ

れ

て

い

て

、

見

る

こ

と

の

で

き

な

い

の

が

遺

憾

で

あ

っ

た

。

書

中

に

は

元

和

航

海

書

の

図

と

ほ

と

ん

ど

一

致

す

る

図

二

葉

入

っ

て

い

た

。

）

こ

の

全

貌

に

つ

い

て

は

博

士

の

研

究

を

待

つ

と

し

て

、

こ

こ

に

は

博

士

の

許

諾

を

得

て

本

稿

に

関

係

の

あ

る

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

を

附

表

に

元

和

航

海

書

の

そ

れ

と

比

較

し

て

示

す

こ

と

に

し

た

。

こ

の

書

を

博

士

は

好

運

が

翻

訳

し

た

原

著

で

は

な

い

か

と

考

え

て

居

ら

れ

る

が

、

如

何

に

も

「

元

和

航

海

書

」

と

そ

の

全

体

の

構

成

を

等

し

く

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

（

途

中

省

略

）

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

の

部

分

を

見

る

と

、

数

値

は

「

元

和

航

海

書

」

の

も

の

と

異

な

っ

て

い

る

し

、

「

元

和

航

海

書

」

の

よ

う

に

七

曜

表

は

附

載

さ

れ

て

い

な

い

。

従

っ

て

全

く

の

原

本

で

は

あ

り

得

な

い

。

」

（

１

）

と

パ

リ

国

立

図

書

館

所

蔵

の

手

写

本

を

紹

介

し

、

そ

の

全

て

の

太

陽

赤

緯

表

を

掲

載

し

て

い

る

。

も

う

一

つ

の

注

目

す

べ

き

点

は

、

赤

緯

表

の

成

立

過

程

を

推

定

す

る

た

め

に

、

内

山

自

身

が

一

五

八

一

年

か

ら

四

年

間

分

の

毎

日

の

赤

緯

を

ネ

ウ

ゲ

バ

ウ

ア

ー

法

に

よ

っ

て

計

算

し

、

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

と

比

較

し

た

こ

と

で

あ

る

。 

中

村

拓

が

パ

リ

国

立

図

書

館

で

発

見

し

、

「

極

東

航

海

書

」

と

名

づ

け

た

手

写

本

の

赤

緯

表

の

四

年

間

全

日

の

分

が

内

山

に

よ

っ

て

発

表

さ

れ

た

の

で

、

こ

の

書

が

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

」

（

２

）

と

言

わ

れ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が

ほ

ぼ

確

認

で

き

る

。

「

ほ

ぼ

」

と

言

っ

た

の

は

筆

者

が

パ

リ

国

立

図

書

館

に

こ

の

Ｇ

・

モ

レ

イ

ラ

以

外

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

書

か

れ

た

当

時

の

手

写

本

の

航

海

術

書

で

、

な

お

か

つ

全

く

同

じ

赤

緯

表

を

持

つ

書

が

他

に

無

い

こ

と

を

確

認

し

た

わ

け

で

は

な

い

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

は

レ

オ

ン

・

ブ

ー

ル

ド

ン

と

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

に

よ

っ

て

一

九

七

七

年

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

活

字

化

さ

れ

て

全

文

が

紹

介

さ

れ

、

そ

こ

に

研

究

論

文

が

付

さ

れ

て

出

版

さ

れ

た

。

（

３

）

そ

の

研

究

論

文

を

含

め

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

け

る

当

時

の

航

海

術

を

研

究

し

た

書

物

に

も

、

ま

た

パ

リ

国

立

図

書

館

の

目

録

（

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

）

に

も

、

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

」

と

同

じ

赤

緯

表

を

持

っ

た

、

中

村

拓

が

報

告

す

る

よ

う

な

手

写

本

へ

の

言

及

は

見

当

た

ら

な

い

。

「

日

本

の

半

紙

を

四

つ

折

り

に

し

た

綴

り

に

、

ペ

ン

と

日

本

の

墨

を

使

っ

て

」

と

、

中

村

拓

が

如

何

に

も

日

本

と

の

係

わ

り

が

あ

り

そ

う

に

内

山

に

報

告

し

て

い

る

と

、

内

山

が

書

い

て

い

る

こ

と

は

、

な

に

か

の

間

違

い

で

は

な

か

ろ

う

か

。

「

印

画

は

上

野

の

学

士

院

に

送

付

さ

れ

て

い

る

由

。

」

と

言

う

が

、

筆

者

は

そ

の

行

方

を

未

だ

確

認

し

て

い

な

い

。

 

  



2 

一

 

西

洋

の

一

六

―

一

七

世

紀

初

頭

の

赤

緯

表

と

の

比

較 

内

山

は

自

ら

四

年

間

分

の

毎

日

の

赤

緯

を

計

算

し

た

が

、

そ

の

目

的

は

、

「

当

時

の

天

文

学

的

知

識

か

ら

、

赤

緯

表

の

数

値

は

実

際

の

観

測

を

基

に

し

て

、

欠

測

値

を

直

線

で

補

間

す

る

か

、

５

年

後

に

持

ち

越

し

た

も

の

と

考

え

て

、

赤

緯

表

の

数

値

か

ら

、

そ

の

観

測

年

代

を

判

定

す

る

た

め

」

で

あ

る

と

論

文

中

で

言

う

が

、

観

測

地

点

を

一

点

と

す

る

と

計

算

結

果

が

思

わ

し

く

な

い

た

め

、

「

固

定

し

た

地

点

で

の

観

測

で

は

な

く

、

航

海

中

移

動

し

た

各

地

の

観

測

を

記

録

し

た

も

の

で

は

な

い

か

。

」

と

の

仮

説

を

立

て

、

ゴ

ア

、

マ

カ

オ

、

長

崎

に

お

け

る

赤

緯

を

計

算

を

し

た

。

た

だ

、

チ

コ

・

ブ

ラ

ー

エ

の

観

測

で

さ

え

も

、

そ

の

結

果

が

発

表

さ

れ

た

の

が

か

な

り

後

で

あ

る

の

で

、

そ

の

よ

う

な

観

測

が

行

わ

れ

た

こ

と

に

、

自

信

の

な

さ

も

述

べ

て

い

る

。

後

述

す

る

が

、

太

陽

赤

緯

表

は

当

時

、

計

算

で

求

め

ら

れ

た

の

で

あ

っ

て

、

観

測

値

で

は

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

と

全

く

同

じ

表

が

見

つ

か

ら

な

い

限

り

、

当

時

の

日

本

に

お

い

て

は

、

内

山

の

よ

う

に

現

代

の

計

算

方

法

を

用

い

て

、

い

ろ

い

ろ

な

推

定

を

す

る

し

か

な

か

っ

た

。 

内

山

に

続

い

て

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

の

精

力

的

な

研

究

を

行

っ

た

の

は

今

井

・

で

あ

る

。

（

４

）

ガ

リ

版

刷

り

自

家

版

の

雑

誌

「

天

官

書

」

に

元

和

航

海

書

に

つ

い

て

の

論

文

を

い

く

つ

か

発

表

し

て

い

る

が

、

赤

緯

表

の

原

典

に

つ

い

て

は

「

南

蛮

紅

毛

太

陽

赤

緯

表

攷

」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

を

与

え

て

記

念

冊

を

一

九

六

六

年

に

発

表

し

た

。

（

５

）

今

井

は

当

時

（

昭

和

三

〇

年

代

後

半

）

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

復

刻

版

が

盛

ん

に

出

版

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

、

入

手

が

可

能

と

な

っ

た

一

六

世

紀

後

半

か

ら

一

七

世

紀

前

半

の

航

海

術

書

や

海

図

（

航

海

の

た

め

の

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

を

附

帯

し

て

い

る

も

の

が

あ

っ

た

）

に

所

載

さ

れ

た

赤

緯

表

を

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

と

比

較

し

て

、

原

典

と

な

っ

た

も

の

が

な

い

か

を

検

討

し

た

。

そ

の

対

象

と

な

っ

た

も

の

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

Ａ

．

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

通

称

さ

れ

る

現

存

す

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

書

か

れ

た 

最

古

の

航

海

術

書

。

（

６

）

一

五

〇

九

年

―

一

五

一

六

年

に

出

版

さ

れ

た

。

黄

道

傾

斜

角 

は

二

三

度

三

三

分

。 

Ｂ

．

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

王

室

に

仕

え

、

科

学

的

基

盤

に

立

っ

た

航

海

術

の

研

究

を

行

い

、

大

航

海

の

発

展

に

貢

献

し

た

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

の

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

の

著

書

「

天

球

論

」

所

載

の

一

五

三

七

年

を

初

年

と

す

る

四

年

間

の

太

陽

の

黄

経

表

と

黄

経

か

ら

の

赤

緯

へ

の

換

算

表

を

用

い

て

赤

緯

を

計

算

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

〇

分

。

（

７

） 

Ｃ

．

英

国

の

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ボ

ー

ン

著

「

三

年

間

の

暦

と

予

測

」

一

五

七

一

年

版

所

載

の

も

の 

 
 

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

二

八

分

。

（

８

） 

Ｄ

．

同

じ

く

英

国

の

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ボ

ー

ン

著

「

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

一

五

七

四

年

版

所

載

の 

 
 

も

の

。

 

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

二

八

分

。

（

８

） 

Ｅ

．

オ

ラ

ン

ダ

の

ル

ー

カ

ス

・

ワ

ヘ

ナ

ー

の

海

図

帖

「

航

海

者

の

鑑

」

（

一

五

八

四

年

）

所

載 

 
 

の

も

の

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

二

八

分

。

（

９

） 

Ｆ

．

オ

ラ

ン

ダ

の

ウ

ィ

レ

ム

・

ヤ

ン

ソ

ン

・

ブ

ラ

ウ

の

海

図

帖

の

英

語

版

「

航

海

の

光

」

一

六 

 
 

一

二

年

版

の

も

の

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

一

・

五

分

。

（

10
） 

Ｇ

．

同

じ

く

オ

ラ

ン

ダ

の

ウ

ィ

レ

ム

・

ヤ

ン

ソ

ン

・

ブ

ラ

ウ

の

海

図

帖

「

海

の

鑑

」

一

六

二

三 

 
 

年

版

の

も

の

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

一

・

五

分

。

（

11
） 

何

故

か

、

こ

の

今

井

の

比

較

に

は

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

も

の

が

入

っ

て

い

な

い

。

以

上

の

も

の

の

中

に

は

、

元

和

航

海

書

と

同

じ

か

、

極

め

て

近

い

も

の

は

な

い

。

今

井

は

「

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

は

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ボ

ー

ン

の

Ｄ

表

と

共

に

、

一

五

七

三

年

～

一

五

七

六

年

の

黄

経

表

を

基

礎

に

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

（

途

中

省

略

）

た

だ

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

が

小

ﾏ
ﾏ;

版

囲

の

人

々

に

用

い

ら

れ

た

、

云

っ

て

み

れ

ば

私

的

な

も

の

な

の

か

、

ま

た

或

種

の

航

海

書

に

載

せ

ら

れ

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

一

般

的

に

用

い

ら

れ

た

も

の

か

は

ま

だ

分

か

ら

な

い

。

」

と

結

論

づ

け

て

い

る

。 

    
 

表

１ 



3 

 

二

 

パ

ソ

コ

ン

に

よ

る

太

陽

赤

緯

の

計

算 

著

者

は

今

井

が

比

較

し

た

諸

表

に

、

著

者

自

身

が

一

九

九

三

年

ま

で

に

入

手

し

た

諸

表

を

加

え

、

更

に

井

上

圭

輔

と

鈴

木

邦

裕

共

著

の

「

天

体

位

置

略

算

式

の

解

説

」(

12)

と

そ

れ

に

付

属

す

る

フ

ロ

ッ

ピ

ー

デ

ィ

ス

ク

「

暦

泉

」

を

用

い

て

パ

ソ

コ

ン

計

算

を

し

た

一

五

八

五

年

を

初

年

と

す

る

四

年

間

各

日

の

赤

緯

を

加

え

て

「

表

１

」

で

比

較

し

た

。 

今

井

の

比

較

に

用

い

ら

れ

た

以

外

に

著

者

が

加

え

る

こ

と

が

で

き

た

一

六

―

一

七

世

紀

の

赤

緯

表

に

つ

い

て

簡

単

に

紹

介

す

る

。 

ａ

．

英

国

の

エ

ド

ワ

ー

ド

・

ラ

イ

ト

著

「

航

海

に

お

け

る

誤

り

」

一

五

九

九

年

出

版

に

所

載

の

も

の

。

（

13
）

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

〇

分

。

観

測

結

果

に

よ

る

も

の

な

の

で

、

四

年

間

で

二

九

七

日

分

の

デ

ー

タ

し

か

な

い

。

〇

･

五

分

刻

み

の

値

と

な

っ

て

い

る

の

で

、

四

捨

五

入

し

て

勘

定

し

た

。

な

お

、

ラ

イ

ト

は

後

述

す

る

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

の

原

典

と

な

っ

た

ロ

ド

リ

ー

ゴ

･

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

「

航

海

術

要

綱

」

の

一

部

を

友

人

に

英

訳

し

て

も

ら

っ

て

、

「

航

海

に

お

け

る

誤

り

」

に

用

い

て

い

る

。

（

14
） 

ｂ

．

ス

ペ

イ

ン

の

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

著

「

航

海

及

び

造

船

指

南

書

」

一

五

八

七

年

出

版

に

所

載

の

も

の

。

（

15
）

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

三

分

。 

ｃ

．

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

手

写

本

「

マ

ヌ

エ

ル

・

ア

ル

ヴ

ァ

レ

ス

の

航

海

術

書

」

（

16
）

所

載

の

も

の

。

専

門

の

筆

写

家

の

手

に

よ

る

も

の

で

、

パ

リ

の

国

立

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

。

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

に

よ

っ

て

、

一

九

六

九

年

に

注

釈

が

付

さ

れ

て

出

版

さ

れ

た

。

こ

の

赤

緯

表

は

ア

ブ

ラ

ア

ー

ン

・

ザ

ク

ー

ト

が

計

算

し

た

も

の

で

、

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

の

改

訂

版

と

目

さ

れ

る

「

エ

ヴ

ォ

ラ

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

な

ど

に

も

出

て

く

る

も

の

で

一

五

一

七

―

一

五

二

〇

年

用

に

計

算

さ

れ

た

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

三

三

分

。 
ｄ

．

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

手

写

本

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

書

」

（

３

）

所

載

の

も

の

。

黄

道

傾

斜

角

は

二

三

度

二

八

分

。

こ

の

パ

リ

の

国

立

図

書

館

所

蔵

の

書

は

、

中

村

拓

が

紹

介

し

、

そ

の

赤

緯

表

が

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

と

極

め

て

近

い

数

値

を

有

す

る

こ

と

か

ら

、

注

目

さ

れ

て

い

る

が

、

実

は

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

赤

緯

表

は

一

六

世

紀

末

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

首

席

-20 
≧ 

-9 
～ 
-19 

－

8 
－

7 
－

6 
－

5 
－ 
4 

－

３ 
－

2 
－

1 
 

 
0 

+
1 

+
2 

+ 
3 

+ 
4 

+
5 

+
6 

+
7 

+
8 

＋

9- 
19 

＋ 
20 
≦ 

元和航海書

との分の差

異 
   

一 
 
七 

 
四 
二 

一 
一

〇 

一

〇 
四 

一 
二 
九 

一

八 
一 

二

九 
三 

三 
〇 
一 

一 
九

二 

 
九

六 

 
三 

 
一 

      ﾊﾟｿｺﾝ暦泉 
(1585) 
23°29’ 

      
五 

 
一 
六 

 

六 
一 

一 
六 
七 

三 
二 
三 

二 
一 
六 

二 
八 
八 

一 
四 
六 

 
四 
三 

 
一 
二 

      G.ﾓﾚｲﾗ 
(16C 後半) 
23°28’ 

      
一 

 
一 
八 

 
九 
八 

二 
五 
一 

三 
〇

四 

二

二 
五 

一 
九 
二 

二 
四 
六 

一

〇 
四 

 
一 
八 

 
三 

     W.ﾎﾞｰﾝ 
(1573) 
23°28’ 

一 
九 
〇 

二 
九 
九 

 
二

〇 

 
三 
二 

 
一

七 

 
二 
三 

 
三 
二 

 
三 
四 

 
二 
五 

 
三 
八 

 
四 
一 

 
四

七 

一 
二 
〇 

一 
二 
九 

一 
一 
一 

 
三

四 

 
五

五 

 
三 
九 

一

二 
一 

 
五

三 

 L.ﾜﾍﾅｰ 
(1613) 
23°28’ 

 三 
四 
六 

 
五

三 

 
六

一 

 
四

三 

 
五

二 

 
五

八 

 
六 
二 

一

三 
五 

一

一

八 

 
五 
六 

 
五

九 

 
五

六 

 
五

五 

 
六

八 

 
六

六 

 

九

八 

 
七

一 

 
一 

  W.ﾌﾞﾗｳ 
(1613) 
23°33.5’ 

  
六 
一 

 
九 

 
九 

 
一 
〇 

 
 
八 

 
一 
八 

 
一 
三 

 
一 
五 

 
二 
五 

 
二 
〇 

 
一 
八 

 
一 
八 

 
一 
〇 

 
一 
三 

 
九 

 
一 
五 

 
七 

 
八 

 
一 

 E.ﾗｲﾄ 
(1599) 
23°30’ 

三 
三 
三 

三 
〇 
五 

 
五 
九

  

 
五 
五 

 
五 
一 

 
七

二 

 
六 
一 

 
二 
〇 

 
四

一 

 
二

一 

 
二

九 

 
二

〇 

 
一

三 

 
二 
〇 

 
四 
二 

 
三

六 

 
四

四 

 
一

一 

 
八 

 
八

六 

一 
三 
二 

G.ﾊﾟﾗｼｵ 
(1587) 
23°33’ 

 三 
五 
〇 

一

一 
六 

 
八 
九 

 
七 
六 

一 
二 
二 

一 
一 
九 

 
六 
五 

 
三 
五 

 
三

七 

 
四 
五 

 
三 
三 

 
三

九 

 
四 
八 

 
六 
〇 

 
八

五 

 
七 
八 

 
四

三 

 
二 
〇 

 
 

 M.ｱﾙﾊﾞﾚｽ 
(16C 前半) 
23°33’ 



4 

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

で

あ

る

ジ

ョ

ア

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ

が

一

五

九

五

年

に

リ

ス

ボ

ン

で

出

版

し

た

「

航

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

（

17
）

を

転

写

し

た

も

の

で

あ

る

。

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

同

書

に

つ

い

て

、

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

は

「

こ

の

作

品

は

彼

の

後

継

者

達

が

発

行

す

る

同

様

な

テ

キ

ス

ト

の

ス

タ

イ

ル

（

単

独

の

書

で

あ

ろ

う

と

、

航

路

誌

に

附

帯

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

と

）

に

不

変

の

痕

跡

を

残

し

た

。

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

書

物

は

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

に

特

徴

的

な

、

理

論

か

ら

導

か

れ

た

遠

ま

わ

し

な

文

言

を

使

用

す

る

こ

と

な

く

、

問

題

を

簡

潔

な

形

で

示

す

、

明

快

で

直

接

的

な

ス

タ

イ

ル

が

特

徴

で

あ

る

。

」

（

18
）

と

述

べ

て

い

る

よ

う

に

、

当

時

航

海

者

達

の

間

で

出

ま

わ

っ

て

い

た

権

威

あ

る

航

海

術

書

で

あ

っ

た

。

な

お

、

一

五

八

〇

年

以

降

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

は

ス

ペ

イ

ン

に

併

合

さ

れ

、

ラ

バ

ー

ニ

ャ

は

ス

ペ

イ

ン

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

間

を

頻

繁

に

行

き

来

し

て

お

り

、

彼

の

書

は

ス

ペ

イ

ン

の

航

海

者

達

の

手

に

も

渡

っ

て

い

た

で

あ

ろ

う

。

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

は

当

時

出

ま

わ

っ

て

い

た

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

赤

緯

表

を

書

き

写

し

た

に

す

ぎ

ず

、

元

和

航

海

書

の

原

典

を

探

す

に

あ

た

っ

て

は

、

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

赤

緯

表

」

と

認

識

す

る

よ

り

も

、

「

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

赤

緯

表

」

と

認

識

す

べ

き

も

の

で

あ

ろ

う

。

先

に

挙

げ

た

「

マ

ヌ

エ

ル

・

ア

ル

バ

レ

ス

の

航

海

術

書

」

が

中

世

か

ら

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

期

に

お

け

る

専

門

の

写

本

家

の

手

に

な

る

い

わ

ゆ

る

マ

ニ

ュ

ス

ク

リ

ー

ト

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

手

写

本

は

丁

寧

に

書

か

れ

て

は

い

る

が

、

筆

記

体

で

書

き

写

さ

れ

た

書

物

で

あ

る

。

（

図

１

、

図

２

を

参

照

） 

        

図

１

 

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

手

写

本

の

巻

頭

ペ

ー

ジ 

 

           

図

２

 

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

赤

緯

表

か

ら

第

一

年

一

月

―

三

月

の

ペ

ー

ジ 



5 

 

 

 

表

１

を

見

る

と

、

元

和

航

海

書

の

も

の

と

数

値

が

近

い

も

の

は

、

黄

道

傾

斜

角

の

値

が

元

和

航

海

書

の

数

値

で

あ

る

二

三

度

二

八

分

と

同

じ

で

あ

る

か

、

筆

者

が

計

算

し

た

二

三

度

二

九

分

で

あ

る

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

し

か

し

、

同

じ

二

三

度

二

八

分

で

も

、

ワ

ヘ

ナ

ー

の

よ

う

に

差

異

が

大

き

い

も

の

も

あ

る

。

そ

れ

は

赤

緯

の

毎

日

の

変

化

が

プ

ロ

ッ

ト

す

る

正

弦

の

カ

ー

ブ

が

ず

れ

て

い

る

、

す

な

わ

ち

春

秋

分

点

の

日

の

ず

れ

が

大

き

い

か

ら

で

あ

る

。

黄

道

傾

斜

角

は

年

を

経

る

に

連

れ

て

僅

か

な

が

ら

減

少

し

て

お

り

、

そ

の

こ

と

は

観

測

に

よ

っ

て

当

時

す

で

に

知

ら

れ

て

い

た

。

そ

し

て

、

太

陽

の

赤

緯

表

を

作

成

す

る

に

当

た

っ

て

は

各

自

が

独

自

に

計

算

す

る

こ

と

は

な

く

、

す

で

に

権

威

が

認

め

ら

れ

て

い

る

天

文

学

者

の

観

測

値

の

中

か

ら

、

慎

重

に

選

ば

れ

た

。

（

註

（

９

）

参

照

）

二

三

度

二

八

分

を

一

五

世

紀

の

中

頃

に

観

測

し

て

世

に

発

表

し

た

の

は

ド

イ

ツ

の

ポ

イ

エ

ル

バ

ッ

ハ

（

ラ

テ

ン

語

名

は

ゲ

オ

ル

グ

・

プ

ル

バ

キ

ウ

ス

）

と

そ

の

弟

子

レ

ギ

オ

モ

ン

タ

ヌ

ス

（

こ

れ

は

ラ

テ

ン

語

名

で

、

ド

イ

ツ

で

の

本

名

は

ヨ

ハ

ン

・

ミ

ュ

ー

ラ

ー

）

で

あ

っ

た

。

こ

の

両

者

は

二

三

度

三

四

分

、

二

三

度

三

〇

分

、

二

三

度

二

八

分

の

諸

数

値

を

用

い

て

い

る

が

、

特

に

後

の

二

つ

の

数

値

が

当

時

の

最

新

の

数

値

と

し

て

提

唱

さ

れ

た

。

（

19
）

こ

れ

ら

二

つ

の

数

値

は

一

五

世

紀

の

五

〇

年

代

か

ら

六

〇

年

代

に

は

す

で

に

著

書

の

な

か

で

言

及

さ

れ

て

い

る

が

、

二

三

度

二

八

分

は

ポ

イ

エ

ル

バ

ッ

ハ

の

観

測

値

で

、

一

四

五

五

年

に

は

知

ら

れ

て

い

る

数

値

で

あ

っ

た

。

（

20
）

ポ

イ

エ

ル

バ

ッ

ハ

と

レ

ギ

オ

モ

ン

タ

ヌ

ス

の

数

値

は

一

五

世

紀

の

間

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

に

も

た

ら

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る

が

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

当

初

の

太

陽

赤

緯

表

に

は

ア

ブ

ラ

ア

ー

ン

・

ザ

ク

ー

ト

の

「

万

年

暦

」

の

二

三

度

三

三

分

と

い

う

数

値

が

使

わ

れ

て

い

た

。

ザ

ク

ー

ト

は

ス

ペ

イ

ン

の

サ

ラ

マ

ン

カ

大

学

で

講

義

を

行

っ

て

い

た

が

、

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

と

イ

サ

ベ

ル

の

カ

ト

リ

ッ

ク

両

王

の

ユ

ダ

ヤ

人

追

放

令

に

よ

っ

て

、

一

四

九

三

年

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

逃

れ

、

ジ

ョ

ア

ン

二

世

に

仕

え

た

。

ザ

ク

ー

ト

の

こ

の

数

値

が

大

き

す

ぎ

る

こ

と

に

気

付

き

、

そ

れ

に

よ

る

誤

り

を

訂

正

す

る

た

め

に

、

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

が

二

三

度

三

〇

分

の

使

用

を

、

レ

ギ

オ

モ

ン

タ

ヌ

ス

の

数

値

を

用

い

て

、

一

五

三

七

年

に

発

刊

さ

れ

た

「

海

図

擁

護

論

」

に

採

り

入

れ

た

。

（

ル

シ

ア

ー

ノ

・

ペ

レ

イ

ラ

・

ダ

・

シ

ル

ヴ

ァ

（

21
）

、

フ

ォ

ン

・

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

（

22
）

、

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

（

23
）

現

在

知

ら

れ

て

い

る

こ

の

二

三

度

二

八

分

の

数

値

を

用

い

た

最

も

古

い

航

海

書

は

既

述

し

た

一

五

九

五

年

発

刊

の

ジ

ョ

ア

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

「

航

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

で

あ

る

。 

 

そ

れ

に

し

て

も

天

体

位

置

計

算

の

ソ

フ

ト

「

暦

泉

」

を

使

用

し

て

計

算

し

た

一

五

八

五

年

を

初

年

と

す

る

数

値

は

他

の

数

値

を

圧

倒

し

て

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

に

よ

り

近

似

し

て

い

る

。

黄

道

傾

斜

角

に

二

三

度

二

九

分

を

用

い

て

い

る

が

、

こ

れ

を

二

三

度

二

八

分

に

変

え

て

み

て

も

、

そ

の

状

況

は

同

じ

で

あ

る

。

著

者

は

、

初

年

を

一

五

世

紀

後

半

か

ら

一

七

世

紀

中

頃

ま

で

、

全

て

の

閏

年

を

考

慮

し

た

四

年

間

を

計

算

し

た

上

で

、

最

も

数

値

が

近

い

一

五

八

五

年

を

こ

こ

に

採

用

し

た

わ

け

で

あ

る

の

で

、

初

年

が

一

五

八

五

年

に

近

い

こ

と

が

、

こ

の

よ

う

に

元

和

航

海

書

に

数

値

を

近

似

さ

せ

て

い

る

可

能

性

が

高

い

。

浦

川

和

男

（

本

学

会

会

員

）

は

海

上

保

安

庁

の

水

路

部

で

一

六

―

一

七

世

紀

の

太

陽

の

赤

緯

を

計

算

し

て

も

ら

っ

た

結

果

、

元

和

航

海

書

に

極

め

て

近

似

し

た

数

値

が

出

た

こ

と

を

水

路

協

会

の

会

報

「

水

路

」

の

一

九

九

八

年

一

〇

月

号



6 

に

論

文

を

発

表

し

て

い

る

。

（

24
）

 

浦

川

は

一

五

四

八

年

が

最

近

似

の

年

と

し

て

い

る

が

、

こ

の

水

路

部

で

用

い

ら

れ

た

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

・

ソ

フ

ト

が

い

か

な

る

も

の

で

あ

る

か

に

は

触

れ

て

い

な

い

の

で

算

式

は

不

明

で

あ

る

。

し

か

し

、

「

暦

泉

」

も

海

上

保

安

庁

の

Ｏ

Ｂ

の

井

上

圭

典

が

作

製

し

て

い

る

の

で

、

似

た

よ

う

な

算

式

で

あ

る

こ

と

が

想

像

さ

れ

る

。

筆

者

が

用

い

た

計

算

式

が

ど

の

よ

う

な

式

で

あ

る

か

を

「

天

体

位

置

略

算

式

の

解

説

」

か

ら

次

に

書

き

写

す

。

（

25
）

（

一

部

筆

者

改

訂

） 

  
 

 
 

                 

               

こ

れ

が

現

在

の

太

陽

の

赤

経

と

赤

緯

を

求

め

る

算

式

の

一

つ

で

あ

る

。

惑

星

光

行

差

と

い

う

要

素

を

お

り

こ

ん

で

は

い

る

も

の

の

、

基

本

的

に

は

黄

道

上

の

太

陽

の

位

置

で

あ

る

黄

経

と

黄

緯

を

天

の

赤

経

と

赤

緯

と

い

う

位

置

に

変

換

を

し

て

求

め

る

も

の

で

あ

る

。 

 

三

 

一

六

世

紀

後

半

に

お

け

る

太

陽

赤

緯

表

の

作

成

方

法 

そ

れ

で

は

一

六

世

紀

後

半

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

や

ス

ペ

イ

ン

で

は

ど

の

よ

う

に

赤

緯

を

計

算

し

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

そ

れ

を

知

る

こ

と

に

は

二

つ

の

重

要

な

意

味

が

あ

る

。

一

つ

は

、

前

項

で

紹

介

し

た

よ

う

に

現

代

の

計

算

式

を

用

い

て

パ

ソ

コ

ン

に

よ

っ

て

算

出

し

た

赤

緯

が

、

四

世

紀

も

以

前

に

計

算

し

た

も

の

と

、

極

め

て

近

似

し

た

と

し

て

も

、

計

算

式

が

異

な

る

も

の

で

あ

れ

ば

、

単

な

る

偶

然

で

し

か

な

い

か

も

し

れ

な

い

か

ら

で

あ

る

。

そ

の

場

合

、

一

五

八

五

年

が

瞬時の黄道と真春分点とを基準とした天体の座

標を「真黄経・真黄緯」と呼び、この幾何学的方

向に惑星光行差を加えたものが「視黄経・視黄

緯」。惑星も地球もそれぞれ公転によって空間の

位置を変えているので、地球上で惑星からの光を

キャッチした瞬時が見える方向は、幾何学的位置

の方向ではない。この方向差を「惑星光行差」と

呼び、その補正値は、太陽の場合は 

⊿λ= -0.005693/DS 

天体の位置を表示する座標の黄経を測る原点は

正確には天の平均赤道との交点である平均春分

点を原点としている。しかし、地上の者にとって

は座標系として天の真赤道と黄道との交点であ

る真春分点を基準にする必要がある。真春分点と

平均春分点との黄道上での差を⊿φとし、 

 

真赤道と平均赤道との交角を⊿εとすると、 

－19”<⊿φ<+19”，－10”<⊿ε<+10 “ 

の間を振動している。以上を考慮して、視黄経と視

黄緯を表すと、 

視黄経＝λ+⊿λ+⊿φ、視黄緯＝β 

今後は視黄経をλ、視黄緯をβで表す。黄道傾斜角

をε(=23．

°

43929-0．

°

013004＊T+⊿ε)とし、 

視赤経α、視赤緯δへ変換する式は 

sinδ＝cosβsinλsinε＋sinβcosε 
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原

典

で

あ

る

表

の

第

一

年

で

は

な

い

か

、

と

い

う

製

作

年

代

の

推

定

も

大

き

な

意

味

は

も

た

な

く

な

る

。 

二

つ

目

に

は

、

当

時

の

計

算

方

式

を

用

い

て

赤

緯

表

を

計

算

し

て

み

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

し

て

、

元

和

航

海

書

に

近

似

す

る

も

の

が

な

い

か

、

調

べ

る

こ

と

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

赤

緯

表

の

起

点

と

な

る

日

付

の

太

陽

の

位

置

は

観

測

で

し

か

求

め

ら

れ

な

い

こ

と

と

、

そ

の

観

測

は

誰

も

が

行

っ

て

、

そ

れ

に

基

づ

い

て

表

を

計

算

し

て

い

た

わ

け

で

は

な

い

、

と

い

う

事

実

か

ら

、

当

時

航

海

者

あ

る

い

は

天

文

学

者

の

間

で

よ

く

知

ら

れ

て

い

た

太

陽

の

特

定

の

年

月

日

の

位

置

を

使

用

し

て

赤

緯

の

試

算

を

し

て

み

る

こ

と

で

あ

る

。 

当

時

太

陽

の

赤

緯

の

計

算

を

現

代

の

数

学

の

算

式

で

表

す

と

、

次

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

。

 

 
 

 
 

     

δ

は

求

め

る

太

陽

の

赤

緯

、

λ

は

そ

の

日

の

正

午

に

お

け

る

太

陽

の

黄

経

、

ε

は

黄

道

傾

斜

角

で

あ

る

。

ε

は

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

二

三

度

二

八

分

の

よ

う

に

一

定

で

あ

る

の

で

（

実

際

に

は

長

い

時

間

の

中

で

は

変

化

す

る

）

、

サ

イ

ン

ε

は

定

数

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

太

陽

の

黄

経

λ

を

知

っ

て

、

赤

緯

δ

を

得

た

の

で

あ

る

。

正

確

に

言

う

と

、

現

代

の

天

文

学

で

言

う

黄

経

で

は

な

く

、

当

時

「

太

陽

の

場

所

」

（

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

「lu
gar do S

ol

」

と

言

わ

れ

た

）

と

い

う

占

星

術

で

常

用

さ

れ

た

概

念

に

よ

る

数

値

が

用

い

ら

れ

た

。

こ

れ

は

、

「

黄

道

帯

に

お

け

る

十

二

宮

の

各

宮

の

始

ま

り

か

ら

の

距

離

」

と

定

義

で

き

る

。

黄

道

帯

と

は

何

か

、

を

説

明

し

よ

う

。

ま

ず

天

球

の

赤

道

の

描

く

円

の

面

は

北

極

と

南

極

を

つ

な

ぐ

直

線

で

あ

る

地

軸

に

対

し

て

直

角

で

あ

る

が

、

地

軸

は

傾

い

て

い

る

（

こ

の

場

合

は

元

和

航

海

書

に

あ

わ

せ

て

二

三

度

二

八

分

と

す

る

）

の

で

、

太

陽

が

運

行

す

る

黄

道

の

描

く

円

の

面

は

赤

道

の

描

く

面

と

二

三

度

二

八

分

を

為

す

。

即

ち

地

軸

と

六

六

度

三

二

分

を

為

す

。

黄

道

が

そ

の

両

側

に

そ

れ

ぞ

れ

八

度

三

〇

分

（

合

計

す

る

と

一

七

度

）

の

幅

で

広

が

っ

て

い

る

天

球

の

球

面

帯

を

黄

道

帯

と

呼

ぶ

。

主

だ

っ

た

惑

星

や

月

が

こ

の

帯

域

の

中

に

在

る

。

こ

の

黄

道

帯

を

、

地

軸

を

中

心

と

し

て

三

〇

度

ず

つ

等

分

す

る

と

十

二

の

長

方

形

に

分

け

ら

れ

る

。

こ

の

長

方

形

を

「

宮

」

と

呼

び

、

黄

道

帯

上

に

あ

る

十

二

の

宮

を

黄

道

十

二

宮

と

言

う

。

宮

は

ラ

テ

ン

語

の

S
ign

u
m

（

シ

グ

ヌ

ム

）

を

翻

訳

し

た

も

の

で

あ

る

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

は

sign
o

（

シ

グ

ノ

）

と

言

う

。

黄

道

十

二

宮

は

紀

元

前

三

世

紀

の

頃

に

確

立

さ

れ

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

黄

道

の

出

発

点

を

点

γ

と

す

る

と

、

ギ

リ

シ

ャ

の

ヒ

ッ

パ

ル

コ

ス

の

頃

に

は

、

春

分

の

三

月

二

一

日

に

、

こ

の

点

は

白

羊

宮

の

最

初

に

あ

っ

た

。

そ

し

て

太

陽

は

白

羊

宮

・

金

牛

宮

・

双

子

宮

・

巨

蟹

宮

・

獅

子

宮

・

処

女

宮

（

以

上

六

つ

の

宮

は

黄

道

の

北

側

）

そ

し

て

天

秤

宮

・

天

蠍

宮

・

人

馬

宮

・

磨

羯

宮

・

宝

瓶

宮

・

双

魚

宮

（

以

上

六

つ

の

宮

は

黄

道

の

南

側

）

の

順

に

一

年

間

で

十

二

の

宮

を

巡

っ

た

。

こ

れ

ら

の

宮

の

名

前

は

当

時

そ

れ

ぞ

れ

の

宮

に

あ

る

星

座

の

名

前

に

因

ん

で

付

け

ら

れ

て

い

た

。

し

か

し

、

太

陽

、

月

、

惑

星

の

引

力

の

影

響

で

地

軸

の

方

向

が

変

わ

る

た

め

、

春

分

点

は

恒

星

に

対

し

て

、

一

年

に

約

五

〇

秒

ず

つ

西

へ

移

動

し

（

こ

の

移

動

を

歳

差

と

称

す

る

）

、

現

代

で

は

宮

の

名

称

と

そ

こ

に

在

る

星

座

と

は

合

わ

な

く

な

っ

て

い

る

。

（

現

代

で

は

点

γ

は

双

魚

宮

に

在

る

。

）

 

「

各

宮

の

始

ま

り

か

ら

の

距

離

」

は

０

度

か

ら

三

〇

度

ま

で

の

角

度

で

表

さ

れ

る

。

何

故

こ

の

よ

う

な

「

太

陽

の

場

所

」

が

中

世

に

用

い

ら

れ

て

い

た

か

と

い

う

と

、

そ

の

最

も

重

要

な

用

途

は

占

星

術

で

あ

っ

た

。

（

26
）

中

世

の

ア

ラ

ビ

ア

で

栄

え

た

天

文

学

は

イ

ベ

リ

ア

半

島

に

渡

来

し

、

占

星

術

の

た

め

に

中

世

ス

ペ

イ

ン

へ

も

持

ち

こ

ま

れ

た

。

そ

の

際

の

仲

介

者

と

し

て

ユ

ダ

ヤ

人

の

役

割

も

大

き

か

っ

た

。

（

27
）

上

記

の

「

万

年

暦

」

の

著

者

ア

ブ

ラ

ア

ー

ン

・

ザ

ク

ー

ト

も

そ

の

系

譜

を

継

い

で

い

る

。

キ

リ

ス

ト

教

文

化

が

ア

ラ

ビ

ア

文

化

か

ら

受

け

継

い

だ

天

文

学

の

集

大

成

と

も

言

う

べ

き

書

物

が

、

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

一

〇

世

（

賢

王

）

の

命

に

よ

っ

て

一

三

世

紀

の

終

わ

り

頃

に

編

纂

さ

れ

た

「

天

文

学

の

知

識

の

書

」

で

あ

っ

た

。

こ

の

書

物

の

な

か

に

は

、

後

の

大

航

海

時

代

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

に

よ

っ

て

大

洋

航

海

の

た

め

に

使

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

太

陽

の

赤

緯

に

よ

る

緯

度

の

決

定

法

が

含

ま

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

そ

の

頃

は

占

星

術

に

利

用

さ

れ

る

た

め

に

、

太

陽

の

赤

緯

よ

り

も

、

太

陽

が

「

ど

の

宮

の

い

ず

れ

の

位

置

に

あ

る

か

」

、

す

な

わ

ち

宮

の

端

初

か

ら

何

度

の

位

置

に

あ

る

か

と

い

う

「

場

所

」

を

知

る

こ

と

が

よ

り

重

要

で

あ

っ

た

た

め

、

そ

の

「

場

所

」

が

計

算

さ

れ

た

数

値

の

表

が

作

製

さ

れ

て

い

た

。

       sin
δ

＝
sin

λ
sin

ε
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そ

の

表

の

数

値

か

ら

太

陽

の

赤

緯(

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

デ

ク

リ

ナ

ソ

ン

と

言

う

。

元

和

航

海

書

で

は

「

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

」

と

表

記

さ

れ

て

い

る

。)

が

上

記

の

式

を

用

い

て

計

算

さ

れ

た

。 

一

四

九

六

年

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

都

市

レ

イ

リ

ア

で

出

版

さ

れ

た

ア

ブ

ラ

ア

ー

ン

・

ザ

ク

ー

ト

の

「

万

年

暦

」

に

は

一

四

七

三

年

を

初

年

と

す

る

閏

年

を

含

む

「

四

年

間

の

太

陽

の

場

所

の

表

」

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

同

書

に

は

、

こ

れ

を

容

易

に

赤

緯

に

換

算

す

る

た

め

「

天

の

赤

道

上

の

惑

星

と

太

陽

の

赤

緯

の

表

」

が

付

さ

れ

て

い

る

。

（

28
）

 

最

初

の

表

が

言

わ

ば

今

日

で

言

う

と

こ

ろ

の

「

太

陽

の

黄

径

」

に

当

た

る

「

太

陽

の

場

所

」

を

、

四

年

間

に

渡

っ

て

、

度

・

分

・

秒

に

よ

っ

て

与

え

て

い

る

。

後

者

の

表

は

、

最

初

の

「

宮

」

の

出

発

点

か

ら

三

つ

の

「

宮

」

す

な

わ

ち

黄

道

の

九

〇

度

を

太

陽

が

移

動

す

る

に

つ

れ

て

の

一

度

毎

の

黄

道

か

ら

の

距

離

を

度

と

分

の

単

位

で

も

っ

て

与

え

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

春

秋

分

点

上

で

は

「

ゼ

ロ

」

で

九

〇

度

経

過

後

（

す

な

わ

ち

三

つ

の

｢

宮

｣

の

終

端

）

で

は

黄

道

傾

斜

角

に

等

し

い

二

三

度

二

八

分

と

な

る

。

（

た

だ

し

、

ザ

ク

ー

ト

の

表

で

は

、

黄

道

傾

斜

角

を

二

三

度

三

三

分

と

し

て

い

る

。

） 

毎

日

こ

の

二

つ

の

表

を

つ

き

合

わ

せ

て

計

算

を

行

う

。

計

算

は

、

「

天

の

赤

道

上

の

惑

星

と

太

陽

の

赤

緯

の

表

」

が

｢

度

｣

の

単

位

毎

で

し

か

値

を

与

え

て

い

な

い

の

で

、

こ

れ

を

分

と

秒

の

単

位

ま

で

知

っ

た

太

陽

の

「

場

所

」

に

対

応

し

た

赤

緯

を

度

・

分

・

秒

の

単

位

ま

で

計

算

す

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

表

を

用

い

て

、

ど

の

よ

う

に

具

体

的

な

計

算

を

す

る

か

は

、

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

が

そ

の

著

書

の

「

発

見

の

航

海

術

」

中

に

計

算

例

を

詳

細

に

示

し

て

い

る

。

（

29
） 

な

お

、

ザ

ク

ー

ト

の

「

万

年

暦

」

は

バ

ス

コ

・

ダ

・

ガ

マ

の

イ

ン

ド

航

路

の

開

拓

の

航

海

な

ど

に

利

用

さ

れ

、

大

航

海

時

代

の

天

文

航

海

に

お

い

て

極

め

て

重

要

な

役

割

を

果

た

し

た

。

（

30
） 

前

記

の

算

式

は

ε

が

一

定

な

の

で

ε

の

正

弦

値

も

一

定

と

な

る

の

で

、

二

つ

の

角

度

（

δ

と

λ

）

の

正

弦

を

介

し

て

λ

を

δ

に

変

換

す

る

式

と

言

え

る

の

で

、

結

局

は

ス

ケ

ー

ル

の

変

換

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

し

た

が

っ

て

、

図

形

に

よ

る

幾

何

学

を

用

い

た

解

法

が

可

能

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

当

時

よ

り

、

算

術

計

算

を

す

る

代

わ

り

に

図

形

に

よ

っ

て

求

め

る

解

法

が

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

に

お

い

て

、

い

く

つ

も

提

案

さ

れ

て

き

た

。

一

六

世

紀

に

は

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

ロ

ド

リ

ー

ゲ

ス

、

マ

ル

テ

ィ

ン

・

コ

ル

テ

ス

、

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

、

一

七

世

紀

に

は

ル

イ

ス

・

セ

ラ

ー

ン

・

ピ

メ

ン

テ

ル

な

ど

が

図

形

に

よ

る

解

法

を

紹

介

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

解

法

は

ア

ル

マ

ン

ド

・

コ

ル

テ

ゾ

ン

編

纂

の

「

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

け

る

地

図

製

作

術

の

歴

史

」

中

に

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

が

詳

細

に

紹

介

し

て

い

る

。(

31) 

 

こ

の

よ

う

に

、

一

五

―

一

七

世

紀

の

太

陽

の

赤

緯

の

算

出

の

仕

方

も

、

現

在

の

そ

れ

も

、

原

理

は

同

じ

で

あ

る

。

著

者

が

用

い

た

式

も

、

視

黄

緯

β

を

無

視

す

る

、

す

な

わ

ち

β

の

正

弦

値

を

０

、

余

弦

値

を

１

と

す

れ

ば

、

上

掲

し

た

次

に

記

す

当

時

の

式

と

同

じ

と

な

る

。 

 

と

い

う

こ

と

は

、

「

暦

泉

」

で

計

算

し

た

一

五

八

五

年

の

赤

緯

の

数

値

が

、

元

和

航

海

書

の

数

値

と

近

似

し

て

い

て

も

、

偶

然

と

は

片

付

け

ら

れ

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

、

一

五

八

五

年

頃

を

初

年

と

し

て

作

成

さ

れ

た

可

能

性

が

あ

る

と

言

え

る

。 

 

以

上

の

よ

う

に

、

当

時

、

赤

緯

を

得

る

た

め

の

黄

緯

は

、

起

点

と

な

る

日

（

春

分

、

秋

分

）

の

黄

緯

を

観

測

で

得

て

か

ら

、

計

算

で

も

っ

て

毎

日

の

も

の

を

得

た

。

他

日

に

も

観

測

を

し

て

確

認

を

行

っ

た

こ

と

も

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

。

（

Ｅ

・

ラ

イ

ト

 

註

13
）

 

閏

年

を

含

む

四

年

間

の

毎

日

の

黄

緯

の

表

（

後

年

の

航

海

書

に

な

る

と

、

直

接

に

赤

緯

の

表

と

な

る

）

が

流

布

さ

れ

た

が

、

四

年

の

一

周

期

が

経

過

し

た

後

で

、

次

の

周

期

の

表

を

作

成

す

る

に

は

、

補

正

を

加

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

は

四

年

が

経

過

し

た

後

に

は

、

太

陽

は

第

一

年

の

最

初

の

黄

緯

の

位

置

に

は

戻

ら

ず

、

一

分

四

六

秒

（

こ

れ

は

ザ

ク

ー

ト

の

用

い

た

数

値

で

、

当

時

広

く

使

わ

れ

た

）

先

に

進

ん

だ

位

置

に

来

て

い

る

の

で

、

第

二

周

期

で

は

、

こ

の

分

だ

け

黄

緯

を

進

ま

せ

た

位

置

か

ら

開

始

す

る

補

正

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ザ

ク

ー

ト

の

「

四

年

間

の

太

陽

の

場

所

の

表

」

の

隣

に

は

「

太

陽

の

補

正

表

」

（T
abu

la equ
iation

is solis

）

と

名

づ

け

ら

れ

た

表

が

あ

り

、

周

期

が

進

む

場

合

に

付

加

す

べ

き

数

値

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

観

測

と

膨

大

な

計

算

を

し

て

初

め

て

赤

緯

表

が

得

ら

れ

る

の

で

、

誰

も

が

赤

緯

表

を

容

易

に

作

れ

る

わ

け

で

は

な

か

っ

た

。

し

た

が

っ

て

、

当

時

出

版

さ

れ

た

赤

緯

表

は

そ

れ

ほ

ど

数

が

多

い

も

の

で

は

な

い

。

し

か

し

、

そ

の

よ

う

な

状

況

下

に

あ

れ

ば

、

新

し

い

表

が

得

た

く

て

、

観

測

は

で

き

な

く

と

も

、

す

で

に

出

回

っ

て

い

た

表

を

元

に

、

新

た

な

年

を

初

年

と

す

る

周

期

の

た

め

に

表

の

       sin
δ

＝
sin

λ
sin

ε
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計

算

を

行

い

、

四

年

間

の

赤

緯

表

を

作

成

し

た

者

が

い

な

か

っ

た

、

と

は

言

い

切

れ

ま

い

。

そ

の

よ

う

な

者

が

い

て

、

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

の

原

典

と

な

る

表

を

作

っ

た

こ

と

が

推

定

で

き

な

い

か

、

と

い

う

こ

と

を

確

認

す

る

作

業

を

行

っ

た

。

す

な

わ

ち

、

ザ

ク

ー

ト

な

ど

当

時

流

布

さ

れ

て

い

た

い

く

つ

か

の

赤

緯

表

か

ら

、

「

暦

泉

」

を

用

い

て

、

春

分

の

日

の

黄

緯

を

計

算

し

、

そ

れ

に

先

ほ

ど

述

べ

た

補

正

値

を

一

五

八

五

年

に

近

い

周

期

の

年

ま

で

加

え

て

黄

緯

を

求

め

、

さ

ら

に

赤

緯

を

計

算

し

て

み

た

。

詳

細

は

省

略

す

る

が

、

結

論

と

し

て

、

元

和

航

海

書

の

赤

緯

に

近

似

し

た

も

の

は

得

ら

れ

な

か

っ

た

。

実

は

こ

れ

は

無

駄

な

作

業

で

あ

っ

た

。

何

故

な

ら

ば

、

一

六

世

紀

か

ら

一

七

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

、

大

洋

の

航

海

は

国

家

的

事

業

で

あ

り

、

私

的

に

赤

緯

表

な

ど

の

天

文

航

海

表

が

オ

リ

ジ

ナ

ル

と

し

て

作

製

さ

れ

る

こ

と

な

ど

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

国

家

的

規

模

に

お

け

る

組

織

が

整

備

さ

れ

、

特

に

ス

ペ

イ

ン

は

「

イ

ン

ド

通

商

院

（C
asa de Ín

dia

）

」

と

言

う

強

力

な

組

織

が

航

海

、

造

船

の

監

督

を

行

っ

て

い

た

。

航

海

の

た

め

に

は

、

天

文

航

海

表

、

海

図

、

航

路

案

内

、

ア

ス

ト

ロ

ラ

ー

ベ

や

四

分

儀

の

よ

う

な

天

測

器

具

が

、

そ

の

監

督

の

も

と

に

作

製

さ

れ

た

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

は

ス

ペ

イ

ン

の

よ

う

な

強

力

な

組

織

は

で

き

な

か

っ

た

が

、

航

海

術

に

つ

い

て

は

、

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

の

よ

う

に

、

国

王

の

任

命

す

る

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

が

そ

の

任

に

あ

た

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。 

  

四

 

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

太

陽

赤

緯

表 

 

前

述

の

よ

う

に

、

一

六

世

紀

後

半

か

ら

一

七

世

紀

初

頭

に

か

け

て

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

の

航

海

術

書

に

所

載

の

太

陽

の

赤

緯

表

を

こ

れ

ら

両

国

と

フ

ラ

ン

ス

の

図

書

館

に

コ

ピ

ー

を

請

求

し

、

順

次

入

手

し

て

い

っ

た

。

こ

の

数

年

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

図

書

館

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

は

、

こ

の

作

業

を

大

い

に

捗

ら

せ

て

く

れ

た

。

イ

ン

タ

ネ

ー

ッ

ト

の

サ

ー

ビ

ス

が

普

及

す

る

ま

で

は

、

蔵

書

番

号

を

な

ん

ら

か

の

方

法

で

見

つ

け

出

し

、

手

紙

の

往

復

で

も

っ

て

請

求

す

る

し

か

な

か

っ

た

。

特

に

入

手

し

た

か

っ

た

物

は

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

パ

リ

国

立

図

書

館

蔵

のC
odex N

o.58

（

註

２

）

で

、

同

図

書

館

か

ら

の

コ

ピ

ー

を

入

手

す

る

こ

と

が

で

き

た

が

、

レ

オ

ン

・

ブ

ー

ル

ド

ン

と

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

の

共

著

の

注

釈

版

（

註

３

）

以

上

に

新

し

い

事

実

は

見

出

せ

な

か

っ

た

。

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

書

の

赤

緯

表

の

原

典

と

言

わ

れ

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

発

行

さ

れ

た

ジ

ョ

ク

ァ

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ

の

航

海

書

も

コ

ピ

ー

が

入

手

で

き

た

が

、

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

が

述

べ

て

い

る

通

り

、

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

表

と

同

じ

で

あ

る

こ

と

が

確

認

で

き

た

だ

け

で

あ

っ

た

。(

32) 

こ

れ

ら

の

次

に

、

チ

ャ

ー

ル

ス

・

Ｒ

・

ボ

ク

サ

ー

に

よ

っ

て

元

和

航

海

書

と

の

関

係

が

示

唆

さ

れ

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

マ

ヌ

エ

ル

・

デ

・

フ

ィ

ゲ

イ

レ

ー

ド

の

航

海

書

「

水

路

誌

、

ピ

ロ

ー

ト

の

試

験

」(

33)

の

コ

ピ

ー

を

ア

ジ

ュ

ダ

の

図

書

館

か

ら

入

手

し

た

が

、

そ

の

赤

緯

表

は

元

和

航

海

書

の

そ

れ

と

は

違

っ

て

い

た

。

ま

た

、

シ

モ

ン

・

デ

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ

の

一

六

〇

六

年

に

リ

ス

ボ

ン

で

出

版

さ

れ

た

「

航

海

術

」

（

34
）

の

コ

ピ

ー

を

入

手

。

こ

れ

も

違

っ

て

い

た

。 

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

案

内

書

に

は

見

当

た

ら

な

い

の

で

、

同

じ

時

代

の

ス

ペ

イ

ン

の

航

海

書

の

入

手

に

移

っ

た

。

ま

ず

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ

の

一

五

三

五

年

に

出

版

さ

れ

た

「

天

球

お

よ

び

航

海

術

論

」(

35)

の

コ

ピ

ー

を

、

次

に

ペ

ド

ロ

・

デ

・

シ

リ

ア

の

「

真

な

る

航

海

の

術

」(

36)

の

コ

ピ

ー

を

入

手

し

た

が

、

い

ず

れ

も

元

和

航

海

書

の

も

の

と

は

違

っ

て

い

た

。 

二

〇

〇

四

年

の

秋

、

マ

ド

リ

ッ

ド

の

国

立

図

書

館

に

、

一

五

八

八

年

に

セ

ビ

リ

ア

で

出

版

さ

れ

た

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

（R
odorigo Ç

am
oran

o

）

の

「

航

海

術

要

綱

」( 

C
om

pen
dio del A

rte de N
avegar)

の

コ

ピ

ー

を

請

求

し

、

そ

の

コ

ピ

ー

が

十

一

月

に

届

い

た

時

、

こ

れ

を

見

て

驚

い

た

。

長

年

に

わ

た

っ

て

追

い

求

め

て

い

た

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

と

同

じ

赤

緯

表

が

載

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

こ

の

頃

に

は

一

六

世

紀

後

半

か

ら

一

七

世

紀

初

頭

に

か

け

て

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

の

赤

緯

表

の

コ

ピ

ー

が

ほ

と

ん

ど

集

ま

っ

て

い

た

が

、

そ

の

中

に

は

見

当

た

ら

な

い

の

で

、

も

う

原

典

そ

の

も

の

に

出

会

う

こ

と

は

な

い

で

あ

ろ

う

と

、

ほ

ぼ

諦

め

て

い

た

の

で

あ

っ

た

。 

 

元

和

航

海

書

の

赤

緯

表

の

第

一

年

は

二

月

か

ら

始

ま

っ

て

お

り

、

サ

モ

ラ

ー

ノ

は

一

月

か

ら

始

ま

っ

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

一

月

は

元

和

航

海

書

で

は

第

四

年

の

最

後

の



10 

月

で

あ

る

一

月

と

な

る

。

こ

の

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

航

海

術

要

綱

の

表

紙

と

赤

緯

表

の

第

一

年

の

一

月

、

二

月

、

三

月

の

ペ

ー

ジ

の

写

真

は

海

事

史

研

究

第

六

二

号

に

掲

載

さ

れ

た

の

で

、

第

一

年

の

四

月

か

ら

九

月

ま

で

が

載

っ

て

い

る

二

ペ

ー

ジ

の

写

真

を

次

ぎ

に

載

せ

る

。 

 

 

 

    

元

和

航

海

書

は

南

蛮

の

航

海

術

書

を

転

記

し

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

各

日

毎

の

数

値

を

付

き

合

わ

せ

る

と

、

当

然

転

記

の

誤

り

が

存

在

す

る

。

次

に

元

和

航

海

書

と

サ

モ

ラ

ー

ノ

と

の

赤

緯

が

違

っ

て

い

る

も

の

だ

け

を

並

べ

て

転

記

す

る

。

全

部

で

六

六

箇

所

で

あ

る

。 

 

  
月 日 サモラーノ 元和航海書 

第 1 年 
1 月 5 日 -22°38′ -22°28′ 
2 月 2 日 -16°52′ -16°53′ 
3 月 16 日 -01°52′ -02°52′ 
4 月 8 日 07°06′ 07°07′ 
4 月 20 日 11°25′ 11°39′ 
5 月 3 日 15°35′ 15°25′ 
5 月 24 日 20°43′ 20°42′ 
5 月 25 日 20°54′ 20°57′ 
7 月 21 日 20°33′ 20°23′ 
7 月 23 日 20°10′ 20°20′ 
7 月 27 日 19°18′ 29°18′ 
10 月 6 日 -5°02′ -9°02′ 
10 月 8 日 -5°48′ -5°49′ 
11 月 13 日 -17°58′ -18°58′ 
第 2 年 
2 月 17 日 -12°08′ -12°28′ 
3 月 2 日 -07°22′ -07°21′ 
3 月 31 日 3°57′ 3°54′ 
4 月 13 日 8°52′ 8°53′ 
5 月 3 日 15°32′ 15°31′ 
5 月 5 日 16°07′ 16°00′ 
5 月 13 日 18°15′ 18°25′ 
5 月 23 日 20°29′ 20°19′ 
5 月 24 日 20°41′ 20°42′ 
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こ

れ

ら

の

違

い

を

み

れ

ば

、

い

ず

れ

も

転

記

時

の

誤

記

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

 

そ

れ

で

は

元

和

航

海

書

は

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

「

航

海

術

要

綱

」

な

る

航

海

術

の

案

内

書

の

一

部

を

書

き

写

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

実

は

そ

う

で

は

な

い

。

元

和

航

海

書

は

飯

田

嘉

郎

氏

が

そ

の

著

書

「

日

本

航

海

術

史

」

の

中

で

指

摘

し

て

い

る

よ

う

に

（

37
）

著

者

と

考

え

ら

れ

る

池

田

好

運

の

独

創

的

な

考

え

が

い

く

つ

か

述

べ

ら

れ

て

お

り

、

南

蛮

の

航

海

術

の

案

内

書

を

単

に

転

記

し

た

も

の

で

は

な

い

。

そ

の

独

創

的

な

考

え

の

部

分

が

、

当

時

の

世

界

的

に

見

た

航

海

術

の

理

論

の

中

に

お

い

て

、

い

か

な

る

位

置

が

与

え

ら

れ

る

べ

き

か

に

つ

い

て

は

、

今

後

、

検

討

を

加

え

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

南

蛮

の

航

海

術

の

案

内

書

の

転

記

で

は

な

い

に

し

て

も

、

な

ん

ら

か

の

南

蛮

の

案

内

書

か

ら

直

接

間

接

の

知

識

を

得

て

い

た

こ

と

は

、

元

和

航

海

書

の

内

容

の

構

成

を

見

る

と

わ

か

る

。

た

だ

、

そ

の

案

内

書

が

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

航

海

術

要

綱

そ

の

も

の

で

は

な

い

し

、

そ

の

他

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

や

ス

ペ

イ

ン

の

当

時

出

版

さ

れ

て

流

布

し

て

い

た

航

海

術

案

内

書

で

は

な

い

可

能

性

も

強

い

。

誰

か

（

マ

ノ

エ

ル

・

ゴ

ン

サ

ロ

と

い

う

人

物

か

も

し

れ

な

い

）

の

手

稿

に

よ

る

も

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

 

元

和

航

海

書

に

描

か

れ

て

い

る

コ

ン

パ

ス

・

ロ

ー

ズ

の

図

は

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

案

内

書

に

載

っ

て

い

る

コ

ン

パ

ス

・

ロ

ー

ズ

の

図

に

近

似

し

て

い

る

。

こ

の

コ

ン

パ

ス

・

ロ

ー

ズ

は

方

位

の

た

め

の

も

の

で

は

な

く

、

連

針

路

航

法

を

行

う

に

当

っ

て

南

北

一

度

に

対

し

て

斜

行

す

る

場

合

の

出

発

地

か

ら

の

距

離

を

与

え

る

も

の

で

あ

る

。

 

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

航

海

術

要

綱

に

は

こ

の

よ

う

な

図

は

な

い

。

池

田

好

運

の

元

和

航

海

書

そ

の

も

の

が

手

稿

本

で

あ

り

、

両

方

と

も

に

手

稿

本

で

あ

る

書

物

に

描

か

れ

て

い

る

図

が

こ

れ

ほ

ど

似

て

い

る

と

い

う

こ

と

は

、

当

時

の

他

の

航

海

術

案

内

書

の

コ

ン

パ

ス

・

ロ

ー

ズ

と

比

較

し

て

も

、

た

ん

な

る

偶

然

と

は

言

い

が

た

く

、

共

通

し

て

原

図

と

な

る

手

稿

本

で

の

案

内

書

が

あ

っ

た

可

能

性

が

あ

る

。

あ

る

い

は

、

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

図

が

他

の

手

稿

本

を

介

し

て

伝

わ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

 

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

航

海

術

要

綱

は

当

時

の

南

蛮

の

航

海

術

に

お

い

て

大

変

に

権

威

が

あ

り

、

広

く

用

い

ら

れ

た

も

の

で

あ

り

、

池

田

好

運

が

そ

の

太

陽

の

赤

緯

表

を

書

き

写

し

て

い

る

こ

と

は

極

め

て

自

然

な

こ

と

で

あ

る

。

そ

う

し

た

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

書

物

の

流

布

の

背

景

を

理

解

す

る

た

め

に

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

両

国

に

お

け

る

航

海

術

が

ピ

ロ

ー

ト

第 2 年 
5 月 28 日 21°23′ 21°33′ 
6 月 18 日 23°25′ 23°29′ 
6 月 27 日 23°23′ 23°25′ 
7 月 21 日 20°36′ 20°39′ 
8 月 3 日 17°40′ 17°30′ 
9 月 19 日 01°39′ 07°39′ 
10 月 16 日 -08°46′ -08°49′ 
10 月 19 日 -09°52′ -09°92′ 
10 月 21 日 -10°36′ -10°26′ 
11 月 2 日 -14°38′ -14°35′ 
11 月 12 日 -17°37′ -17°47′ 
11 月 28 日 -21°06′ -21°16′ 
12 月 1 日 -21°47′ -21°44′ 
第 3 年 
5 月 3 日 15°27′ 25°27′ 
7 月 2 日 23°08′ 13°08′ 
7 月 3 日 23°03′ 13°03′ 
7 月 7 日 22°42′ 22°43′ 
8 月 10 日 15°47′ 14°47′ 
9 月 20 日 01°22′ 01°21′ 
10 月 22 日 -10°51′ -10°54′ 
10 月 27 日 -12°35′ -12°25′ 
10 月 28 日 -12°55′ -12°53′ 
11 月 28 日 -21°13′ -21°12′ 
12 月 14 日 -23°12′ -23°16′ 

第 4 年  閏年 
12 月 28 日 -23°20′ -23°40′ 
1 月 26 日 -18°56′ -18°53′ 
2 月 10 日 -14°39′ -14°29′ 
4 月１日 4°33′ 4°32′ 
4 月 2 日 4°56′ 4°59′ 
4 月 26 日 13°30′ 13°20′ 
5 月 7 日 16°48′ 17°48′ 
6 月 5 日 22°33′ 22°32′ 
6 月 14 日 23°17′ 23°27′ 
7 月 30 日 18°32′ 18°22′ 
7 月 31 日 18°17′ 18°27′ 
8 月 14 日 14°22′ 14°32′ 
8 月 17 日 13°25′ 13°35′ 
9 月 6 日 06°26′ 06°36′ 
9 月 17 日 02°14′ 02°04′ 
9 月 27 日 -01°42′ -01°41′ 
10 月 2 日 -03°38′ -03°28′ 
10 月 26 日 -12°31′ -12°21′ 
12 月 6 日 -22°32′ -22°12′ 
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達

に

教

え

ら

れ

た

状

況

と

、

航

海

案

内

書

の

出

版

の

状

況

を

概

観

し

て

み

る

。 

 

大

航

海

時

代

に

先

駆

け

て

、

ス

ペ

イ

ン

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

イ

ベ

リ

ア

半

島

の

両

国

に

は

中

世

イ

ス

ラ

ム

の

高

度

な

天

文

学

が

継

承

さ

れ

て

い

た

。

イ

ベ

リ

ア

半

島

に

お

い

て

は

、

ま

ず

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

航

海

術

が

発

達

し

た

が

、

そ

れ

は

同

国

が

ア

フ

リ

カ

西

岸

を

南

へ

下

っ

て

行

き

、

そ

の

過

程

で

天

文

学

を

利

用

し

た

航

海

術

を

大

い

に

進

歩

さ

せ

た

か

ら

で

あ

る

。

 

そ

の

際

、

重

要

な

役

割

を

果

た

し

た

書

物

の

一

つ

が

、

前

に

述

べ

た

、

一

四

九

六

年

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

都

市

レ

イ

リ

ア

で

出

版

さ

れ

た

ア

ブ

ラ

ア

ー

ン

・

ザ

ク

ー

ト

の

「

万

年

暦

」

で

あ

っ

た

。

 

万

年

暦

は

航

海

術

に

も

応

用

で

き

た

が

、

そ

の

用

途

は

主

に

占

星

術

で

あ

っ

た

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

で

出

版

さ

れ

た

現

存

す

る

最

古

の

航

海

術

案

内

書

は

ド

イ

ツ

の

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

州

立

図

書

館

に

保

存

さ

れ

て

い

る

の

で

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

通

称

さ

れ

て

い

る

「

ア

ス

ト

ロ

ラ

ー

ベ

と

四

分

儀

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

で

、

一

五

〇

九

年

頃

の

出

版

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

続

い

た

の

が

一

五

一

六

年

頃

の

出

版

と

考

え

ら

れ

て

い

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

エ

ヴ

ォ

ラ

市

の

図

書

館

に

保

存

さ

れ

て

い

る

の

で

「

エ

ヴ

ォ

ラ

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

通

称

さ

れ

て

い

る

「

太

陽

と

赤

緯

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

は

そ

の

後

、

久

し

い

間

航

海

術

の

案

内

書

が

出

版

さ

れ

る

こ

と

が

無

か

っ

た

。

一

五

九

五

年

に

な

っ

て

や

っ

と

ジ

ョ

ア

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

ヴ

ァ

ー

ニ

ャ

の

「

航

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

が

出

版

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

こ

の

間

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

は

赤

緯

表

な

ど

を

所

載

し

た

案

内

書

の

出

版

は

無

く

、

も

っ

ぱ

ら

手

写

本

に

よ

っ

て

流

布

を

み

た

の

で

あ

っ

た

。

（

38
）

 

し

か

し

、

出

版

物

が

な

か

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

け

る

航

海

術

の

発

展

が

遅

れ

た

わ

け

で

は

な

く

、

一

六

世

紀

前

半

に

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

の

よ

う

な

傑

出

し

た

学

者

が

現

れ

、

航

海

術

の

研

究

と

発

展

は

興

隆

を

見

た

。

王

国

に

お

け

る

航

海

術

に

関

す

る

最

高

権

威

と

し

て

首

席

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

（

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ォ

・

モ

ー

ル

）

の

タ

イ

ト

ル

が

創

設

さ

れ

、

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

が

一

五

四

七

年

に

初

代

の

首

席

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

に

任

命

さ

れ

た

。

第

二

代

は

一

五

八

二

年

に

ト

ー

マ

ス

・

デ

・

オ

ル

タ

が

、

第

三

代

は

ジ

ョ

ア

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

ヴ

ァ

ー

ニ

ャ

が

任

命

さ

れ

て

い

る

（

任

命

の

日

付

は

正

確

に

は

不

明

だ

が

、

一

五

九

六

年

に

そ

の

ポ

ス

ト

が

確

認

さ

れ

て

い

る

）

。

ラ

ヴ

ァ

ー

ニ

ャ

は

し

ば

し

ば

ス

ペ

イ

ン

と

の

間

を

行

き

来

し

て

不

在

勝

ち

で

あ

っ

た

の

で

、

一

六

〇

八

年

に

マ

ヌ

エ

ル

・

デ

・

フ

ィ

ゲ

イ

レ

ー

ド

が

指

名

さ

れ

た

。

フ

ィ

ゲ

イ

レ

ー

ド

は

一

六

二

二

年

に

亡

く

な

り

、

ラ

ヴ

ァ

ー

ニ

ャ

は

一

六

二

四

年

に

、

亡

く

な

っ

た

。

以

上

に

挙

げ

た

人

物

は

ト

ー

マ

ス

・

デ

・

オ

ル

タ

を

除

い

て

本

稿

に

お

い

て

す

で

に

な

ん

ら

か

の

航

海

案

内

書

の

著

者

と

し

て

登

場

し

て

い

る

。

ト

ー

マ

ス

・

デ

・

オ

ル

タ

は

今

日

に

伝

わ

る

書

物

は

残

し

て

い

な

い

。

（

39
） 

 

ス

ペ

イ

ン

に

お

い

て

は

「

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

、

カ

ナ

リ

ア

諸

島

、

そ

し

て

他

の

島

々

で

既

に

発

見

さ

れ

た

も

の

と

こ

れ

か

ら

発

見

さ

れ

る

も

の

か

ら

全

て

の

商

品

を

持

っ

て

く

る

た

め

の

商

取

引

と

売

買

の

た

め

の

館

」

を

創

設

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

一

五

〇

三

年

の

カ

ト

リ

ッ

ク

両

王

の

勅

許

に

よ

っ

て

、

イ

ン

ド

通

商

院

（

ラ

・

カ

サ

・

デ

・

コ

ン

ト

ゥ

ラ

タ

シ

オ

ン

）

が

創

ら

れ

た

。

イ

ン

ド

通

商

院

は

通

商

の

み

な

ら

ず

、

航

海

術

の

科

学

的

研

究

・

教

育

・

普

及

に

お

い

て

も

組

織

立

っ

た

活

動

を

行

っ

た

の

で

あ

る

。

 

ピ

ロ

ー

ト

の

試

験

、

海

図

の

作

製

、

航

海

器

具

の

作

製

の

監

督

で

あ

る

。

そ

の

総

責

任

者

と

し

て

首

席

ピ

ロ

ー

ト

（

エ

ル

・

ピ

ロ

ー

ト

・

マ

ヨ

ー

ル

）

の

ポ

ス

ト

が

一

五

〇

八

年

の

勅

許

で

創

設

さ

れ

た

。

第

一

代

の

首

席

ピ

ロ

ー

ト

は

ア

メ

リ

ゴ

・

ベ

ス

プ

ッ

チ

で

あ

っ

た

。

第

二

代

は

一

五

一

二

年

に

フ

ア

ン

・

デ

ィ

ア

ス

・

デ

・

ソ

リ

ス

が

、

第

三

代

は

一

五

一

八

年

に

セ

バ

ス

テ

ィ

ア

ン

・

カ

ボ

ッ

ト

が

任

命

さ

れ

た

。

第

四

代

は

ア

ロ

ン

ソ

・

デ

・

シ

ャ

ー

ベ

ス

が

、

そ

し

て

第

五

代

に

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

が

一

五

八

六

年

に

任

命

さ

れ

た

。

 

ス

ペ

イ

ン

と

西

イ

ン

ド

と

の

通

商

が

盛

ん

に

な

る

に

つ

れ

て

イ

ン

ド

通

商

院

の

航

海

術

に

関

す

る

業

務

は

多

忙

と

な

り

、

首

席

ピ

ロ

ー

ト

一

人

で

の

統

括

は

難

し

く

な

っ

た

。

そ

こ

で

一

五

二

三

年

に

首

席

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

（

エ

ル

・

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ォ

・

マ

ヨ

ー

ル

）

の

席

が

新

設

さ

れ

、

海

図

と

航

海

器

具

に

関

す

る

問

題

の

最

高

責

任

者

と

な

っ

た

。

デ

ィ

エ

ゴ

・

リ

ベ

ー

ロ

、

ア

ロ

ン

ソ

・

デ

・

サ

ン

タ

・

ク

ル

ス

・

ヘ

ロ

ニ

モ

・

デ

・

シ

ャ

ー

ベ

ス

ら

が

任

命

さ

れ

た

。

 

そ

の

後

、

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

ア

メ

リ

カ

と

の

交

易

の

中

心

地

で

あ

る

セ

ビ

リ

ア

に

拠

点

を

お

く

イ

ン

ド

通

商

院

と

は

別

に

国

王

の

居

住

す

る

首

都

の

マ

ド

リ

ッ

ド

に

数

学

ア

カ

デ

ミ

ー

が

設

立

さ

れ

、

王

の

首

席

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

の

席

が

創

ら

れ

た

。(

40) 
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イ

ン

ド

通

商

院

を

中

心

に

組

織

的

な

航

海

術

の

研

究

と

教

育

が

行

わ

れ

た

ス

ペ

イ

ン

で

は

、

多

く

の

航

海

術

の

案

内

書

が

出

版

さ

れ

た

。

最

初

の

出

版

物

は

一

五

一

九

年

の

マ

ル

テ

ィ

ン

・

フ

ェ

ル

ナ

ン

デ

ス

・

デ

・

エ

ン

シ

ッ

ソ

の

「

地

理

学

大

全

」

で

あ

っ

た

。

こ

の

後

に

イ

ン

ド

通

商

院

の

第

四

代

首

席

ピ

ロ

ー

ト

の

ア

ロ

ン

ソ

・

デ

・

シ

ャ

ー

ベ

ス

が

「

ク

ア

ト

ゥ

リ

・

パ

ル

テ

ィ

ー

ト

ゥ

、

ま

た

は

航

海

者

の

鑑

」(Q
u

atri P
artitu

)

を

一

五

二

〇

年

に

著

し

た

が

出

版

さ

れ

ず

、

手

稿

に

と

ど

ま

っ

た

。

実

際

に

出

版

さ

れ

た

の

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

の

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

で

一

五

一

九

年

か

ら

ス

ペ

イ

ン

王

に

仕

え

て

い

た

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ

の

一

五

三

五

年

に

出

版

さ

れ

た

「

天

球

及

び

航

海

術

に

つ

い

て

」

で

あ

っ

た

。

一

五

四

五

年

に

は

ペ

ド

ロ

・

デ

・

メ

デ

ィ

ー

ナ

の

「

航

海

術

」

が

、

一

五

五

一

年

に

は

マ

ル

テ

ィ

ン

・

コ

ル

テ

ス

の

「

天

球

と

航

海

術

要

綱

」

が

出

版

さ

れ

た

。

ペ

ド

ロ

・

デ

・

メ

デ

ィ

ー

ナ

は

一

五

六

三

年

に

「

航

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

も

出

版

し

た

。

そ

し

て

一

五

八

一

年

に

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

「

航

海

術

要

綱

」

の

初

版

が

現

れ

た

。

 

そ

の

後

メ

キ

シ

コ

に

お

い

て

一

五

八

七

年

に

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

及

び

造

船

指

南

書

」

が

出

版

さ

れ

、

一

七

世

紀

の

初

頭

に

な

る

が

一

六

〇

六

年

に

ア

ン

ド

レ

ス

・

デ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

セ

ス

ペ

デ

ス

の

「

航

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

が

出

版

さ

れ

た

。 

 

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

の

「

航

海

術

要

綱

」

は

こ

の

よ

う

に

、

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

最

も

正

統

的

な

系

譜

に

属

す

る

航

海

術

の

案

内

書

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

ポ

ル

ト

ガ

ル

が

一

五

八

〇

年

に

ス

ペ

イ

ン

に

併

合

さ

れ

た

の

で

、

ア

ジ

ア

に

お

い

て

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

の

航

海

士

達

に

よ

っ

て

ス

ペ

イ

ン

の

赤

緯

表

が

使

用

さ

れ

た

こ

と

は

極

め

て

自

然

な

こ

と

で

あ

っ

た

。

ま

た

池

田

好

運

が

マ

ニ

ラ

へ

航

海

し

な

が

ら

マ

ノ

エ

ル

・

ゴ

ン

サ

ル

か

ら

航

海

術

の

伝

授

を

受

け

た

と

言

っ

て

い

る

が

、

彼

が

航

海

し

た

フ

ィ

リ

ピ

ン

は

ス

ペ

イ

ン

領

で

あ

っ

た

。 

 

最

後

に

ロ

ド

リ

ー

ゴ

・

サ

モ

ラ

ー

ノ

自

身

に

つ

い

て

少

し

触

れ

て

お

き

た

い

。

一

五

四

二

年

に

ス

ペ

イ

ン

の

リ

オ

セ

コ

地

方

の

メ

デ

ィ

ー

ナ

で

生

ま

れ

た

。

ど

の

よ

う

な

教

育

を

受

け

た

の

か

、

筆

者

は

未

だ

調

べ

て

い

な

い

。

一

五

七

五

年

の

勅

許

に

よ

っ

て

イ

ン

ド

通

商

院

の

コ

ス

モ

グ

ラ

フ

ァ

ー

に

任

命

さ

れ

、

一

五

八

六

年

に

首

席

ピ

ロ

ー

ト

に

任

命

さ

れ

た

。

彼

は

一

度

も

航

海

を

し

た

経

験

が

無

か

っ

た

。

そ

の

こ

と

と

、

複

数

の

職

務

を

満

足

に

こ

な

し

て

い

な

い

と

い

う

理

由

で

訴

訟

を

お

こ

さ

れ

た

こ

と

が

あ

る

。(

41)
 

一

五

八

一

年

に

航

海

術

要

綱

の

初

版

を

出

版

し

た

。

第

二

版

は

翌

年

に

、

第

三

版

は

一

五

八

八

年

に

、

第

四

版

は

一

五

九

一

年

に

出

版

さ

れ

た

。 

   

（

註

） 

（

１

）

「

横

浜

大

学

論

叢

」

第

六

巻

第

一

号

（

昭

和

二

九

年

一

〇

月

） 

（

２

）

パ

リ

国

立

図

書

館

蔵

「C
odex N

o.58 

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

の

部:

一

六

世

紀

末

ま

た

は

一 

 
 

 

七

世

紀

初

頭

の

著

者

不

明

の

重

要

な

手

写

本

」 

（

３

）

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

」(L
ivro de M

arin
h

aria de G
aspar  

 
 

 
M

oreira)

、

L
eon

 B
ou

rdon
 &

 L
u

is de A
lbu

qu
erqu

e 

リ

ス

ボ

ン

、

一

九

七

七

年

。 

（

４

）

今

井

・

（

い

た

る

）

に

つ

い

て

は

蘭

学

資

料

研

究

会

の

「

研

究

報

告

」

第44

号

（

一 

 
 

 

九

五

九

・

二

・

二

一

）

大

崎

正

次

「

西

洋

天

文

学

移

入

史

雑

考

―

今

井

・

氏

の

研

究

業 

 
 

 

跡

の

紹

介

―

」

、

中

村

士

「

今

井

文

庫

の

今

井

・

（

い

た

る

）

さ

ん

に

つ

い

て

」

が

あ 

 
 

 

る

。

（h
ttp://library.n

ao.ac.jp/kich
ou

/im
ai/ch

aracter.h
tm

l

） 

（

５

）

「

南

蛮

紅

毛

太

陽

赤

緯

表

攷

」

一

九

六

六

年

に

天

官

書

の

記

念

刷

と

し

て

ガ

リ

版

刷

で 

 
 

 

出

版

。

な

お

、

同

書

の

扉

の

ア

ス

ト

ロ

ラ

ー

ベ

の

図

は

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ボ

ー

ン

の

「

海 

 
 

 

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

の

表

紙

の

図

を

写

し

た

も

の

で

あ

る

。

註

（

８

）

参

照

。 
（

６

）

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

バ

イ

エ

ル

ン

州

立

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の 

 
 

 

レ

ジ

メ

ン

ト

」

（R
egim

en
t of M

u
n

ich

）

と

通

称

さ

れ

る

が

、

同

書

の

表

紙

に

は

「

毎 

 
 

 

日

の

太

陽

の

赤

緯

と

場

所

を

知

る

た

め

、

ま

た

同

様

に

北

極

星

を

知

る

た

め

の

ア

ス

ト 

 
 

 

ロ

ラ

ー

ベ

と

四

分

儀

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ 



14 

 
 

 

ル

監

修

に

よ

る

現

代

活

字

の

注

釈

版

が

一

九

六

五

年

に

リ

ス

ボ

ン

で

出

版

さ

れ

て

い

る

。

 

（

７

）

リ

ス

ボ

ン

科

学

ア

カ

デ

ミ

ー

に

よ

る

一

九

四

〇

年

出

版

の

現

代

活

字

の

注

釈

版P
edro   

 
 

 
N

u
n

es

著

「

天

球

論

」

（T
ratado da S

ph
era

）

を

使

用

し

て

い

る

。 
（

８

）

ハ

ク

ル

ー

ト

協

会

の

第

二

シ

リ

ー

ズ

の

第

一

二

一

巻

、E
.G

.R
.T

aylor

がW
illiam

  

      B
ou

rn
e

の

著

書

を

「

海

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

（A
 R

egim
en

t for th
e S

ea

）

と

題

し

て

、 

 
 

 

編

纂

し

た

中

に

「A
n

 A
lm

an
acke an

d P
rogn

ostication
 for th

ree years

」

と 

 
 

 

「A
 R

egim
en

t for th
e S

ea 

」

が

含

ま

れ

る

。

発

刊

は

一

九

六

三

年

。

な

お

、

一

九

九

〇

年

に

復

刻

出

版

さ

れ

て

お

り

、

筆

者

は

そ

れ

を

参

考

と

し

た

。 

（

９

）

「

世

界

の

舞

台

叢

書

」

（T
h

eatru
m

 O
rbis T

h
errau

m

）

中

に

一

九

六

四

年

（

ア

ム 

 
 

 

ス

テ

ル

ダ

ム

）

にL
u

cas W
agh

en
aer

著

「S
piegh

el der Z
eevaerdt

」

一

五

八 

 
 

 

四

年

版

が

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

復

刻

さ

れ

た

も

の

。

な

お

、

「S
piegh

el der Z
eevaerdt

」 

 
 

 

は

英

語

版

が

「M
arin

er’s M
irrou

r

」

と

し

て

出

版

さ

れ

た

。

同

書

に

は

黄

道

傾

斜 

 
 

 

角

に

つ

い

て

「

ジ

ュ

リ

ア

ス

・

シ

ー

ザ

ー

の

時

代

に

は

最

大

値

は

二

三

度

五

一

分

で

あ 

 
 

 

っ

た

。

し

か

し

そ

の

後

、

ア

ル

バ

テ

ニ

オ

の

観

測

で

明

ら

か

に

さ

れ

、

ス

ペ

イ

ン

人

ア 

 
 

 

ル

ザ

エ

ル

、

ア

ル

メ

オ

ン

、

ア

ル

マ

ン

ソ

ー

ル

、

イ

ヴ

の

プ

ロ

フ

ァ

チ

ウ

ス

な

ど

多

く 

 
 

 

の

人

達

以

来

百

年

こ

の

方

、

少

し

づ

つ

減

少

し

、

ゲ

オ

ル

グ

・

プ

ル

バ

キ

ウ

ス

、

イ

オ 

 
 

 

ハ

ン

・

レ

ギ

オ

モ

ン

タ

ヌ

ス

、

ヴ

ェ

ル

ネ

ル

ス

、

コ

ペ

ル

ニ

ク

ス

の

慎

重

な

研

究

と

観 

 
 

 

測

に

よ

れ

ば

、

い

ま

だ

に

減

っ

て

お

り

、

現

在

で

は

二

三

度

二

八

分

か

、

こ

れ

に

数

秒 

 
 

 

を

加

え

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

」

（

「

世

界

の

舞

台

叢

書

」

一

九

六

六

年

の

フ

ァ

ク

シ

ミ 

 
 

 

リ

復

刻

版

「M
arin

er’s M
irrou

r

」

） 

（

10
）

「

世

界

の

舞

台

叢

書

」

中

に

「T
h

e L
igh

t of N
avigation

」

が

一

九

六

四

年

に

フ

ァ 

ク

シ

ミ

リ

復

刻

さ

れ

た

。 

（

11
）

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

の

海

事

博

物

館

の

蔵

本

と

言

う

。

今

井

に

よ

れ

ば

、

本

木

良

永

が

和 

 
 

 

解

し

た

「

阿

蘭

陀

海

鏡

書

」

の

原

書

の

初

版

本

と

の

こ

と

。

筆

者

は

未

見

。 

（

12
）

井

上

圭

輔

、

鈴

木

邦

裕

共

著

「

天

体

位

置

略

算

式

の

解

説

」

（

フ

ロ

ッ

ピ

ー

デ

ス

ク

「

暦 

 
 

 

泉

付

き

」

、

一

九

九

一

年

、

海

文

堂

。 

（

13
）

エ

ド

ワ

ー

ド

・

ラ

イ

ト(E
dw

ard W
righ

t)

、

「C
ertain

 erros in
 n

avigation
,  

arisin
g eith

er of th
e ordin

arie erron
eou

s m
ajin

g or vsin
g of th

e sea  

ch
art,com

passe, crosse staffe, an
d tables of declin

ation
 of th

e su
n

n
e,  

an
d fixed starres detected an

d corrected

」

一

五

九

九

年 

、

ロ

ン

ド

ン

。

世

界 

の

舞

台

叢

書

中

に

一

九

七

四

年

に

版

が

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

復

刻

さ

れ

て

お

り

、

著

者

は

そ 

れ

を

使

用

し

た

。 

（

14
）

デ

ヴ

ィ

ッ

ド

・

ウ

ォ

ー

タ

ー(D
avid W

aters)

著

「

エ

リ

ザ

ベ

ス

朝

と

ス

チ

ュ

ア

ー

ト 

 
 

 

王

朝

初

期

の

英

国

に

お

け

る

航

海

術

」(T
h

e art of n
avigation

 in
 E

n
glan

d in
  

 
 

 
elizabeth

an
 an

d early stu
art tim

es) 

第

二

版

、

一

九

七

八

年

、

グ

リ

ニ

ッ

チ

国 

 
 

 

立

海

事

博

物

館

。 

（

15
）

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ(D
iego G

arcía de P
alacio)

、

「

航

海

及

び 

造

船

指

南

書

」(In
stru

cción
 n

áu
tica , para bven

 vso, y regim
ien

to de las  

n
aos, su

 traça, y gou
iern

o con
form

e à la altu
ra de M

exico

」

一

五

八

七

年

、

 

メ

キ

シ

コ

。

一

九

四

四

年

に

マ

ド

リ

ッ

ド

で

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

復

刻

版

が

出

版

さ

れ

て

お 

り

、

著

者

は

そ

れ

を

使

用

。

ま

た

、

一

九

九

三

年

に

、

マ

ド

リ

ッ

ド

の

海

軍

博

物

館

か 

ら

現

代

活

字

の

注

釈

版

が

出

て

い

る

。 

（

16
）

「O
 L

ivro de m
arin

h
aria de M

an
u

el Á
lvares

」

一

九

六

九

年

、

リ

ス

ボ

ン

、

パ 

 
 

 

リ

の

国

立

図

書

館

蔵

・

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

の

部N
o.56

の

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル 

 
 

 

ケ

に

よ

る

現

代

活

字

の

注

釈

版

。 

（

17
）

ジ

ョ

ア

ン

・

バ

プ

チ

ス

タ

・

ラ

バ

ー

ニ

ャ(Ioão B
aptista L

avan
h

a)

、

「R
egim

en
to  

N
au

tico

」

一

五

九

五

年

、

リ

ス

ボ

ン

。 

（

18
）

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

か

ら

一

六

五

〇

年

ま

で

の

航

 
 

 
 

 
 

 

海

科

学

に

関

す

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

書

物

」P
ortu

gu
ese B

ooks on
 N

au
tical  

S
cien

ce from
 P

edro N
u

n
es to 1650)

一

九

八

五

年

、

コ

イ

ン

ブ

ラ

大

学

報

、 
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V
ol.X

X
X

III

、264p 

（

19
）

エ

ル

ン

ス

ト

・

ジ

ン

ナ

ー(E
rn

st Z
in

n
er)

著

「

レ

ギ

オ

モ

ン

タ

ヌ

ス

と

そ

の

業

績

」 

 
 

 

（R
egion

on
tan

u
s: h

is life an
d w

ork

）

一

九

九

〇

年

、

オ

ラ

ン

ダ

、

英

訳

版

、 

 
 

 

及

び

、

三

角

法

に

お

け

る

業

績

に

つ

い

て

は

、

志

賀

浩

二

著

「

数

の

大

航

海

」

、 

 
 

 

一

九

九

九

年

、

日

本

評

論

社

、

及

び

、

エ

リ

・

マ

オ

ー

ル

著

（

好

田

順

治

訳

）

「

素

晴 

 
 

 

ら

し

い

三

角

法

の

世

界

」

、

一

九

九

九

年

、

青

土

社

 
 

 
 

 

（

20
）

エ

ル

ン

ス

ト

・

ジ

ン

ナ

ー

の

前

掲

書

、52p 

（

21
）

ル

シ

ア

ー

ノ

・

ペ

レ

イ

ラ

・

ダ

・

シ

ル

ヴ

ァ

（L
u

cian
o P

ereira da S
ilva

）

著

、

「

全 

 
 

 

集

」(O
bras C

om
pletas)

、

一

九

四

五

年

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

、

第

二

巻

、

第

二

一

章

、 

（

22
）

ア

ベ

ル

・

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ(A
. F

on
tu

ra da C
osta)

著

「

発

見

の 

 
 

 

航

海

術

」

（A
 M

arin
h

aria dos descobrim
en

tos

）

、

第

４

版

、

一

九

八

三

年

、

ポ

ル 

ト

ガ

ル

、

第

四

八

項

、

第

六

五

項

。 

（

23
）

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

発

見

史

へ

の

導

入

」(In
trodu

ção à H
istoria dos  

      D
escobrim

en
tos)

、

第

二

版

、

一

九

六

二

年

、

コ

イ

ン

ブ

ラ

、

第

三

章

、

第

一

項

。 

 
 

（

註

３

） 

（

24
）

浦

川

和

男

著

「

元

和

航

海

記

 

雑

話

（

３

）

」

、

「

水

路107

」

、

一

九

九

八

年

一

〇

月

、 

 
 

 

水

路

協

会 

（

25
）

前

述

書

（

註

12
）

、

六

一

ペ

ー

ジ

。 

（

26
）

ポ

ー

ル

・

ク

ー

デ

ー

ル

著

「

占

星

術

」

、

文

庫

ク

セ

ジ

ュ

、

白

水

社 

（

27
）

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

発

見

史

へ

の

導

入

」(In
trodu

ção à H
istoria dos 

 
 

 
 

 

 
 

 
D

escobrim
en

tos)

、

第

二

版

、

一

九

六

二

年

、

コ

イ

ン

ブ

ラ

、

第

三

章

。 

（

28
）A

braâo Z
acu

to

「A
lm

an
ach

  P
erpetu

u
m

」

、

レ

イ

リ

ア

、

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

版

、

 

 
 

 

一

九

八

六

年

、

リ

ス

ボ

ン

、

一

一

五

ペ

ー

ジ

。 

（

29
）

前

述

書

（

註

22
）

、

八

五

ペ

ー

ジ

。 

（

30
）

前

述

書

（

註

21
）

、

第

二

巻

、

第

二

一

章

、

三

一

一

ペ

ー

ジ

。 

 
 

 

サ

ル

バ

ド

ー

ル

・

ガ

ル

シ

ア

・

フ

ラ

ン

コ(S
alvador G

arcia F
ran

co)

著

「

航

海

の

技 

術

と

科

学

の

歴

史

」(H
istoria del A

rte y C
ien

cia de N
avegar)

、

一

九

四

七

年

、

 

ス

ペ

イ

ン

、

一

六

九

ペ

ー

ジ

。 

（

31
）

ア

ル

マ

ン

ド

・

コ

ル

テ

ゾ

ン(A
rm

an
do C

ortesâo) 

編

纂

「

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

け

る 

 
 

 

地

図

製

作

術

の

歴

史

」(H
istória de cartografia P

ortu
gu

esa)

、

第

二

巻

所

載

、 

 
 

 

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

天

文

航

海

」 (A
 N

avegaçâo A
stron

óm
ica)

、

 

三

二

三

ペ

ー

ジ 

（

32
） 

註

（

３

）

に

紹

介

し

た

「

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

」

の

二

八

ペ

ー 

 
 

 

ジ

の

註

（

１

） 

（

33
）

マ

ヌ

エ

ル

・

デ

・

フ

ィ

ゲ

イ

レ

ー

ド(M
an

u
el de F

igeiredo)

著

「

水

路

誌

、

ピ

ロ 

      

ー

ト

の

試

験

」

（H
idrograph

ia, E
xam

e de P
ilotos)

の

一

六

一

四

年

と

一

六

二

五 

      

年

の

リ

ス

ボ

ン

で

出

版

さ

れ

た

二

つ

の

版

。

ア

ジ

ュ

ダ

図

書

館

（B
iblioteca da  

      A
ju

da

）

所

蔵

。 

（

34
）

シ

マ

ォ

ン

・

デ

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ(S
im

ão de O
liveira)

の

一

六

〇

六

年

に

リ

ス

ボ

ン 

      

出

版

さ

れ

た

「

航

海

術

」(A
R

T
E

 D
E

 N
A

V
E

G
A

R
)

、

リ

ス

ボ

ン

の

国

立

図

書

館

所 

 
 

 

蔵

。 

（

35
）

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ

著

「

天

球

お

よ

び

航

海

術

論

」(T
ratado del E

sph
era  

 
 

 
y arte del m

arear)

、

一

五

三

五

年

に

セ

ビ

リ

ア

で

出

版

さ

れ

た

版

の

フ

ァ

ク

シ

ミ 

 
 

 

リ

と

現

代

活

字

化

付

き

、

ホ

セ

・

ル

イ

ス

・

マ

ル

テ

ィ

ン

・

ロ

ド

リ

ゲ

ス

の

解

説

書

。 

 
 

 

一

九

八

〇

年

出

版

。 

（

36
）

ペ

ド

ロ

・

デ

・

シ

リ

ア

著

「

真

な

る

航

海

の

術

」

（A
R

T
E

 D
E

 L
A

 V
E

R
D

A
D

E
R

A
  

      N
A

V
E

G
A

C
IO

N

）

一

六

〇

二

年

、

マ

ド

リ

ッ

ド

の

国

立

図

書

館

所

蔵

。 

（

37
）

飯

田

嘉

郎

著

「

日

本

航

海

術

史

」

、

昭

和

五

五

年

、

原

書

房 

（

38
）

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

ア

ン

ド

レ

・

ピ

ー

レ

ス

の

航

海

術

の

書

」(O
 L

ivro 

de m
arin

h
aria de A

n
dré P

ires)

、

一

九

六

三

年

、

リ

ス

ボ

ン

。

一

五

ペ

ー

ジ

参

照

。 
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（

39
）

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

著

「

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

か

ら

一

六

五

〇

年

ま

で

の

航

海

科

学

に

関

す

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

書

物

」(P
ortu

gu
ese 

B
ooks 

on
 

N
au

tical 

S
cien

ce from
 P

edro N
u

n
es to 1650)

、

コ

イ

ン

ブ

ラ

大

学

報

 
vol

 
X

X
X

III
 

1985
 

258-278

ペ

ー

ジ 

（

40
）

ホ

セ

・

マ

リ

ア

・

ロ

ペ

ス

・

ピ

ニ

ェ

ー

ロ(José M
aría L

ópez P
iñ

ero)

著

「

ル

ネ

ッ 

サ

ン

ス

期

の

ス

ペ

イ

ン

の

航

海

術

」(E
l arte de n

avegar en
 la españ

a del  

ren
acim

ien
to)

、

一

九

七

九

年

、

ス

ペ

イ

ン 

(

41)
 

ル

イ

サ

・

マ

ル

テ

ィ

ン

・

メ

ラ

ス(L
u

isa M
artín

 M
erás)

著

「

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

海

図

製

作

」(C
artografia M

arítim
a H

ispan
a)

、

二

〇

〇

一

年

、

ス

ペ

イ

ン 


